
別紙①

研修目標 科目 単元 単元目標 主な研修内容 方法 講師／担当者

がん薬物療法概論
(1)がん薬物療法に用い
られる薬剤の特徴や注意
事項を理解できる

・がん薬物療法の原理
・抗がん薬の分類と作用機序
　殺細胞性抗がん薬、内分泌療
　法薬、分子標的薬、免疫
　チェックポイント阻害薬

講義

がん薬物療法看護
概論

(1)がん薬物療法の目
的・位置づけを理解でき
る。
(2)がん薬物療法の看護
の特徴と看護師の役割に
ついて理解できる

・抗がん薬の種類
・がん薬物療法の目的、適応の
　原則、PS、薬剤選択の原則、
　薬物療法の有効性、効果判
　定、ゲノム医療
・がん薬物療法における看護の役割

講義

４）がん薬物療法を安全
に取り扱う必要性と曝露
予防について理解できる

抗がん薬の安全な取
り扱い

抗がん薬の安全な
取り扱い・曝露対
策

(1)抗がん薬の危険性を
理解できる。
(2)抗がん薬の安全な取
り扱いについて理解でき
る。

・HDの定義
・健康へのリスク
・曝露の経路
・安全な取り扱い方法
・患者への指導
・CSTD

講義
がん化学療法看護

認定看護師
吉田　ミナ

５）がん薬物療法を安
全・確実・安楽に投与す
るための留意点が理解で
きる

抗がん薬の安全・確
実・安楽な投与管理

抗がん薬の安全・
確実・安楽な投与
管理

(1)抗がん薬投与時に起
こりやすい急性の副作用
について理解できる
(2)抗がん薬の安全・安
楽な投与管理について理
解できる

・投与前、投与中、投与後の看護
・CVポート
・過敏症、インフュージョンリ
　アクション
・血管外漏出

講義
がん化学療法看護

認定看護師
吉田　ミナ

副作用対策と対応
①「便秘」

(1)代表的な副作用症状
について理解できる。
(2)副作用に対するセル
フケア支援について理解
できる。

・症状マネジメントの考え方
・症状の機序
・症状のアセスメント
・対策とセルフケア支援

講義

がん化学療法看護
認定看護師
副看護師長
鳥越　勇生

副作用対策と対応
②「悪心・嘔吐」

(1)がん薬物療法におけ
る悪心・嘔吐の予防およ
び軽減するための看護が
理解できる

・悪心・嘔吐とは（機序）
・抗がん薬の催吐性
・制吐薬の特徴と種類
・制吐薬ガイドライン
・CTCAE
・悪心・嘔吐のセルフケア支援

講義
演習

がん化学療法看護
認定看護師
副看護師長
鳥越　勇生

副作用対策と対応
③
「irAE」

(1)がん薬物療法におけ
るirAEについて理解でき
る

・irAEとは
・患者指導のポイント

講義

がん化学療法看護
認定看護師
看護師長
髙村　純夫

７）がん薬物療法の統合
アセスメントの必要性が
理解できる

がん薬物療法の統合
アセスメントと看護

がん薬物療法の統
合アセスメント

(1)がん薬物療法を受け
る患者をアセスメント
し、必要な看護について
理解できる。

・事例検討
講義
演習

がん化学療法看護
認定看護師
看護師長／

廣瀬　さゆり
髙村　純夫

副看護師長／
鳥越　勇生

８）がん薬物療法をうけ
る患者のボディイメージ
の変容への支援について
理解できる

がん薬物療法におけ
るボディイメージの
変容への支援

がん薬物療法にお
けるボディイメー
ジの変容への支援

(1)緩和ケアにおける自
己の看護を振り返ること
ができる。
(2)緩和ケアにおける看
護の課題と今後の対策を
見出すことができる。

・ボディイメージの変容に関わる支援
・アピアランスケア

講義

がん化学療法看護
認定看護師
看護師長

廣瀬　さゆり

９）がん薬物療法に伴う
意思決定支援の重要性に
ついて理解できる

がん薬物療法におけ
る意思決定支援

がん薬物療法にお
ける意思決定支援

(1)がん薬物療法におけ
る倫理的課題について理
解できる。
(2)がん薬物療法におけ
る意思決定支援について
理解できる。

・がん薬物療法における倫理的課題
・意思決定支援とは
・がん患者の意思決定支援
・意思決定支援における看護師
　の役割
・事例紹介

講義
演習

がん化学療法看護
認定看護師
古賀　祐美

10）がん薬物療法看護に
おける自己の看護実践お
よび自己の課題と解決策
を述べることが出来る

がん薬物療法看護に
おける自己の課題と
対策

がん薬物療法看護
における自己の課
題と対策

(1)がん薬物療法看護に
おける自己の課題をふり
返ることが出来る
(2)がん薬物療法看護に
おける課題と今後の対策
を見出すことができる

・がん薬物療法看護における課題と対
策

GW

がん化学療法看護
認定看護師
看護師長／

廣瀬　さゆり
高村　純夫

副看護師長／
鳥越　勇生

令和5年度 九州がんセンター 地域医療従事者向け がん看護専門研修　カリキュラム
がん薬物療法看護コース

１）がん薬物療法の目
的・位置づけを理解でき
る

２）がん薬物療法の看護
の特徴と看護師の役割に
ついて理解できる

３）がん薬物療法に用い
られる薬剤の特徴や注意
事項を理解できる

がん薬物療法概論
がん化学療法看護

認定看護師
三浦　千佳

６）がん薬物療法よる副
作用のアセスメントとセ
ルフケア支援について理

解できる

がん薬物療法よる副
作用のアセスメント
とセルフケア支援
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単元 月日 時間 講師名 役職名

がん薬物療法概論 三浦　千佳 がん化学療法看護認定看護師

がん薬物療法看護概論 三浦　千佳 がん化学療法看護認定看護師

抗がん薬の安全な取り
扱い・曝露対策

１日目 10:45～11:45 吉田　ミナ がん化学療法看護認定看護師

抗がん薬の安全・確
実・安楽な投与管理

１日目 12:45～13:45 吉田　ミナ がん化学療法看護認定看護師

副作用対策と対応①
「便秘」

１日目 13:50～14:50 鳥越　勇生
がん化学療法看護認定看護師
副看護師長

副作用対策と対応②
「悪心・嘔吐」

２日目 9:00～10:00 鳥越　勇生
がん化学療法看護認定看護師
副看護師長

副作用対策と対応③
「irAE」

２日目 10:05～11:05 髙村　純夫
がん化学療法看護認定看護師
看護師長

がん薬物療法の統合ア
セスメント

２日目 13:10～15:40
廣瀬　さゆり
髙村　純夫
鳥越　勇生

がん化学療法看護認定看護師
看護師長
副看護師長

がん薬物療法における
ボディイメージの変容
への支援

２日目 11:10～12:10 廣瀬　さゆり
がん化学療法看護認定看護師
看護師長

がん薬物療法における
意思決定支援

１日目 14:55～16:40 古賀　祐美
がん化学療法看護認定看護師
副看護師長

がん薬物療法看護にお
ける自己の課題と対策

２日目 15:45～16:45
廣瀬　さゆり
高村　純夫
鳥越　勇生

がん化学療法看護認定看護師
看護師長
副看護師長

抗がん薬の安全・確実・安楽な
投与管理

がん薬物療法よる副作用のアセ
スメントとセルフケア支援

がん薬物療法の統合
アセスメントと看護

がん薬物療法におけるボディイ
メージの変容への支援

がん薬物療法における
意思決定支援

がん薬物療法看護における自己
の課題と対策

令和５年度　九州がんセンター 地域医療従事者向け がん看護専門研修
がん薬物療法看護コース　講師一覧

科目

がん薬物療法概論 １日目 9:00～10:40

抗がん薬の安全な取り扱い
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オリエン
テーショ

ン
開講式

がん治療
とコロナ
（講義）

諸連絡

8:45～9:00 16：45～

接続確認
出席確認

閉講式

15:45～16:45
(60分)

がん薬物療法による副作
用のアセスメントとセル

フケア支援
－副作用対策と対応②

「悪心・嘔吐」－
（講義・演習）

がん薬物療法による副作
用のアセスメントとセル

フケア支援
－副作用対策と対応③

「irAE」－
（講義）

がん薬物療法における
ボディイメージの変容

への支援
（講義）

休　憩
がん薬物療法の統合アセスメントと看護
－がん薬物療法の統合アセスメント－

（講義・演習）

がん薬物療法看護におけ
る自己の課題と対策
（グループワーク）

2日目
11月28日
(火）

9:00～10:00
(60分)

10:05～11:05
(60分)

11:10～12:10
(60分)

12：10～13：10
13:10～15:40

(150分)

17:15～

1日目
11月27日
(月）

がん薬物療法概論
－がん薬物療法概論／がん薬物療法

看護概論－
（講義）

抗がん薬の安全な取り
扱い

－抗がん薬の
安全な取り扱い・

曝露対策－
（講義）

休　憩

抗がん薬の
安全・確実・安楽な

投与管理
（講義）

がん薬物療法による副作
用のアセスメントとセル

フケア支援
－副作用対策と対応①

「便秘」－
（講義）

がん薬物療法における
意思決定支援
（講義・演習）

令和5年度 九州がんセンター 地域医療従事者向け がん看護専門研修－がん薬物療法看護コース－

日程 8:40～9:00
9:00～10:40
(100分)

10:45～11:45
(60分)

11:45～12:45
12:45～13:45

(60分)
13:50～14:50

(60分)
14:55～16:40

(105分)
16:45～
17:15


